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リスクマネジメント体制

リスク管理は常に具体的な対策とつながった実質的な活動でなければなりません。

日産では「グローバルリスク管理規程」に基づき、日産グループ全体で活動を

推進しています。具体的には、事業環境の変化に対応するため、リスク管理の

専門部署による役員層へのインタビューを毎年実施。さまざまなリスクの洗い

出しとともに、インパクトと頻度、コントロールレベルを評価し、コーポレート

リスクマップの見直しを行います。そして経営会議において、全社的に管理

すべきリスクとその管理責任者を決定し、責任者のリーダーシップのもと、各

リスクへの対策に取り組みます。毎年度末にはリスク管理の責任者が各リスク

におけるコントロールレベルを評価し、それぞれのリスクマネジメント活動の

有効性を判断しています。それらの進捗状況は定期的に経営会議や内部統制

委員会に報告され、さらに取締役会に対しても適宜報告されています。

個別のビジネスリスクに対しては、発生時の影響と発生の頻度を最小にする

ため、各部門の責任において、本来業務の一環として必要な予防対策を講じる

とともに、発生時の緊急対応策を整備しています。国内外の連結会社とも連携

を深め、日産グループ全体でリスクマネジメントの基本的なプロセスやツール

の共通化、情報の共有化を進めています。

   GRI102-30     

また、社内のコミュニケーションツールとして導入されているイントラネット

上に「コーポレートリスクマネジメント」のサイトを設け、日本、北米、欧州および

その他の海外地域や主要な関係会社向けにもリスクマネジメントに関する情報

を発信しています。

近年、新たな技術の普及や地政学的リスクの拡大など、企業を取り巻く環境は

変化の度合いを増しています。そうした変化にも適切に対応していけるように、

これからも取り組みを強化していきます。

リスクマネジメント



NISSAN MOTOR CORPORATION SUSTAINABILITY REPORT 2020

目次

環境

CEOメッセージ

社会性

CSOメッセージ

ガバナンス

コーポレートパーパス /
ESG特集

ESGデータ集

日産の
サステナビリティ

本レポートの編集方針

日産のSDGsへの貢献

GRI内容索引

ルノー・日産自動車・
三菱自動車のアライアンス

投資家向け索引

198

個人情報保護と情報セキュリティへの取り組み

日産では、情報セキュリティ全般に対する取り組みの基本方針である「情報

セキュリティポリシー」をグローバルに展開し、情報セキュリティ委員会のもと、

PDCAを回した対策を図っています。特に、グローバルで発生する社内外の

情報漏えい事案については随時捕捉し、タイムリーに情報セキュリティの強化

を実施することにより、確実に対応しています。同ポリシー徹底のため、情報

セキュリティに関する社内教育を継続的に実施し、周知・定着を図っています。

また、各国における個人情報の保護に関する法律を遵守し、お客さまの情報を

適正に扱うことが社会的責務であると認識し、社内の管理体制およびルール、

手続きを整備した個人情報管理規程を策定し、日産グループ会社全体において

徹底しています。

2019年度は日産グループ会社全体で個人情報に関して、重大な紛失、漏えい

などの事案は発生していません。

* 「リスク管理の状況」に関する詳細はこちらをご覧ください
https://www.nissan-global.com/JP/DOCUMENT/PDF/SR/2020/SR20_J_RiskMgnt.pdf

ESGへのリスクマネジメント

日産では「商品戦略」「製品の品質」「環境問題・気候変動対応」「コンプライアンス

とレピュテーション」というESGに関するリスクについても、事業戦略や競争力

維持にかかわるリスクと捉え、「グローバルリスク管理規程」に基づき、日産

グループ全体でリスクマネジメントを推進しています。

商品戦略については、将来のグローバルな市場変動や需要変動などの複数リ

スクシナリオに対して、日産の商品ラインアップ全体での収益性（COP）への

インパクトを商品戦略策定プロセスの中でモニターしています。また、これらの

リスクシナリオにおける影響を定期的にモニターし、日産の将来の収益性と

継続的な成長を確保するために定期的に商品ラインアップ計画のアップデート

を実施しています。

製品の品質については、新型車プロジェクトでの品質保証や、日常的な品質

改善活動に加えて、「品質リスクマネジメント」のフレームワークを立ち上げ、

運用しています。これは、現在進行中のもの、あるいは将来のプロジェクトの

管理をさらに確かなものにするために、より上位から俯瞰して、客観的に会社

としてのリスクとリスクレベルを評価し、レベルに応じて責任者を決めて

フォローしていく仕組みです。担当役員を議長として、半年に一度、「品質リスク

マネジメントコミッティ」を開催し、リスク案件とリスクレベルの評価、責任者

の設定を実施しています。

環境問題・気候変動対応については、多様化する環境課題に対応しながら、

    GRI102-29  GRI102-30  GRI102-33        GRI418-1     

https://www.nissan-global.com/JP/DOCUMENT/PDF/SR/2020/SR20_J_RiskMgnt.pdf
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包括的な環境マネジメントをグローバルに推進するため、取締役が共同

議長を務めるグローバル環境委員会（G-EMC：Global Environmental 

Management Committee、年2回実施）および世界7地域における環境委

員会（EMC）を通じて、活動の進捗確認と、全社的な方針や取締役会への報

告内容の決議などを行います。

コンプライアンスとレピュテーションについては、法令・倫理の遵守状況は

各地域およびローカルレベルのコンプライアンス委員会がチェックし、

「グローバルコンプライアンス委員会」に報告しています。また、グローバルで

統一した内部通報制度を導入することにより、コンプライアンス違反の疑いの

ある行為などについての従業員からの通報を、日産のマネジメントに伝える

ことを可能にしています。

その他にも、「グローバル内部者取引防止管理規程」「個人情報管理規程」

「情報セキュリティポリシー」「日産グローバル賄賂防止ポリシー」などの社内

規程を整備し、社内規程や重要な法令の遵守について、社内教育・研修

プログラム・啓発活動を実施することで、コンプライアンス違反の未然防止に

取り組み、レピュテーションに関するリスクの予防に努めています。

*「リスク管理の状況」に関する詳細はこちらをご覧ください
https://www.nissan-global.com/JP/DOCUMENT/PDF/SR/2020/SR20_J_RiskMgnt.pdf

https://www.nissan-global.com/JP/DOCUMENT/PDF/SR/2020/SR20_J_RiskMgnt.pdf
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